
RESAS 分析結果  岩手県九戸村 

１．人口  

（１）年齢別人口推移 

2025 年の総人口は 4,834 人であり、10 年前の 2015 年（5,865 人）と比較すると
18％以上減少している。今後も人口減少は続き、2050 年にかけてさらなる縮小が見
込まれている。 
 また、年齢別に将来の人口動向を見ると、年少人口および生産年齢人口はいずれ
も大幅な減少傾向にある一方、老年人口は増加傾向にある。これらのことから、今
後、本地域においては少子高齢化が一層進行していくものと推測される。 
 

 

 

年 2035 年（推計値） 2040 年（推計値） 2045 年（推計値） 2050 年（推計値） 

老齢人口 1,942 人 50.84% 1,794 人 53.27% 1,647 人 55.92% 1,419 人 55.65% 

生産年齢
人口 1,627 人 42.59% 1,352 人 40.14% 1,106 人 37.56% 970 人 38.04% 

年少人口 251 人 6.57% 222 人 6.59% 192 人 6.52% 161 人 6.31% 

合計 3,820 人 100.00% 3,368 人 100.00% 2,945 人 100.00% 2,550 人 100.00％  

※年少人口は 15 歳未満、生産人口は 15～64 歳、老年人口は 65 歳以上をさす。 

年 2015 年 2020 年 2025 年（推計値） 2030 年（推計値） 

老齢人口 2,278 人 38.84％ 2,378 人 44.22％ 2,290 人 47.37％ 2,120 人 49.14％ 

生産年齢
人口 2,962 人 50.50％ 2,489 人 46.28％ 2,151 人 44.50％ 1,900 人 44.04％ 

年少人口 625 人 10.66％ 511 人 9.50％ 393 人 8.13％ 294 人 6.82％ 

合計 5,865 人 100.00％ 5,378 人 100.00％ 4,834 人 100.00％ 4,314 人 100.00％ 



（２）人口ピラミッド 
    

本グラフは、現在および将来における年齢別人口構成を示したものである。2050
年の人口ピラミッドは「つぼ型」となり、高齢層が厚く、若年層および生産年齢層
が相対的に縮小する構造が見て取れる。老年人口の割合は、2020 年の 44.22％から
2050 年には 55.65％へと大きく増加する一方、生産年齢人口は 2020 年の 44.5％か
ら 38.04％まで減少する見込みである。 
  特に 2050 年においては、90 歳代における女性の割合が突出して高い点が特徴的
であり、超高齢社会の進行を象徴する人口構成となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）九戸村の人口増減 

老年人口の増加によって一時的に人口構造が支えられてきたものの、年少人口・
生産年齢人口の減少幅が大きく、総人口の減少を食い止めるには至っていない。将
来に向けては、少子化の継続労働力人口の縮小、高齢化の進行とその後の高齢人口
減少が同時に進行する「人口縮小・超高齢社会」の局面に入ることが読み取れる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（４）滞在人口（2020 年） 

昼間人口と夜間人口を地域別構成割合で示したグラフである。 
九戸村の昼間人口は 4,821 人、夜間人口は 4,867 人である。昼夜間人口比率 99.05%
と、生活・就業・通勤・通学等が地域内で完結している傾向が強いことがわかる。
昼夜共に滞在人口の中で、もっとも多い居住地は九戸村である。 
 また、近隣市町村へ通勤や・通学等によるわずかな人口流出超過が生じているが
人の移動が比較的少ない人口の定着性が高い地域であることが読み取れる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
（５）流入・流出者数（2020 年） 

九戸村内外への流入・流出者数を年齢階級別構成割合で示したグラフである。 
流出者が流入者数を 48 人上回っており、人的移動においては流出超過の状況にあ
る。 
 また、流入者数は 50～54 歳が 111 人、流出者数は 45～49 歳が 110 人とそれぞ
れ最も多くなっている。 
 働き盛り世代の流入は一定数あるものの、同性代を中心に流出も多い。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



２．産業構造  

（１）企業数  

九戸村では 2016 年から 2021 年にかけて企業数が 168 社から 145 社へ減
少し、特に卸売・小売業や生活関連サービス業の縮小が顕著である。一方、
建設業や農林業は企業数・構成比ともに増加し、地域内需要や公共需要を背
景とした産業の比重が高まっている。全体として、商業・製造業の弱体化が
進む一方、内需依存型の産業構造が強まっている。 

  



  2016 年 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

業種 企業数 割合 

卸売業，小売業 55 社 32.70% 

生活関連サービス業，娯楽業 26 社 15.50% 

建設業 21 社 12.50% 

サービス業（他に分類されないもの） 18 社 10.70% 

製造業 15 社 8.90% 

宿泊業，飲食サービス業 11 社 6.50% 

医療，福祉 8 社 4.80% 

農業，林業 7 社 4.20% 

運輸業，郵便業 4 社 2.40% 

鉱業，採石業，砂利採取業 1 社 0.60% 

不動産業，物品賃貸業 1 社 0.60% 

教育，学習支援業 1 社 0.60% 

合計 168 社 100.00% 



 
2021 年 
 
 

 

内訳） 

・建設業 24 社 
 総合工事業 14 社、職別工事業（設備工事業を除く）６社、設備工事業４社 

・農業 9 社 

・林業１社 

・製造業 10 社 
食料品製造業３社、その他の製造業２社、飲料・たばこ・飼料製造業１社 
木材・木製品製造業（家具を除く）１社、家具・装備品製造業１社、 
生産用機械器具製造業１社 輸送用機械器具製造業１社 

・運輸業、郵便業４社 
道路旅客運送業２社、道路貨物運送業２社   

・情報通信業２社 
インターネット附随サービス業２社 
 

業種 企業数 割合 

卸売業，小売業 41 社 28.28% 

建設業 24 社 16.55% 

生活関連サービス業，娯楽業 19 社 13.10% 

サービス業（他に分類されないもの） 15 社 10.30% 

農業，林業 10 社 6.90% 

製造業 10 社 6.90% 

宿泊業，飲食サービス業 10 社 6.90% 

医療，福祉 7 社 4.80% 

運輸業，郵便業 4 社 2.80% 

情報通信業 2 社 1.40% 

鉱業，採石業，砂利採取業 1 社 0.69% 

不動産業，物品賃貸業 1 社 0.69% 

教育，学習支援業 1 社 0.69% 

合計 145 社 100.00% 



 
（２）従業者と労働生産性から見る付加価値額 

  2016 年から 2021 年にかけて、地域経済は従業者数依存型から、労働生産
性の高い産業が付加価値を牽引する構造へと変化している。一方で、全国平
均との生産性格差は依然として課題であり、既存産業の高度化と高付加価値
産業の育成が重要である。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 



３．地域経済循環分析  

 地域経済循環率は 83.4％と比較的高く、地域内での経済循環は一定程度確保
されている。一方、生産は第 3 次産業に依存しており、第 2 次産業の生産性は
低い。雇用者所得が低水準で、年金等のその他所得への依存が大きい点が課題
である。支出は生産額を上回り、特に民間投資やその他支出で地域外流出が顕
著であることから、所得向上と投資・調達の地域内循環強化が必要とされる。 

 


